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が， 6 0'年代の f学校経営の合理化，民主化jや，あるいは「官僚制」や「専門職性」を駆使
した社会学的分析は，・学校経営の内的な構造や過程の解明に重点が置かれてきたと言ってよい
だろう。しかし，同時に社会変化の波をうけて，その関連で学校を問う動きが継続Lてきたこ
とも，見落とぜなし、。
学校と社会，のテーマは古くからあるが，近年のそれは，学校の社会変化への対応を問題に
してきたことを特色としているO 教育危機を背景とする社会評論，学校の役割，機能を問う社
会学的分析，未来の学校制度を志向する教育政策など，この間の事情を振り返れば，明らかで
あろう。あえて，条件適応理論を持ち出すまでもなく，現代の学校問題は，総じて社会への条
件適応の模索である， と言えるO いわゆる，教育の内容，方法，組織制度と広範な領域で論議
されてきた教育の現代化抗生産組織の巨大化と技術革新，情報化・都市化・大衆化といった
社会変化を背景としていたことは言うまでもなく，それが様々な形で，学校に革新をせまって
きたので、あるO このような急激で， しかも広範閣にわたる教育と学校をめぐる状況変化に対応
する実践と理論があったのであろうか。
確かに，教材精選やテクノロジーの導入，教授組織類型の選択など，この間，学校が実践し
てきた事柄には，少なからず，社会変化の影響のあとが見られるし，理論的にも，それぞれの
領域で深められているだろう。しかし，学校の組織革新としづ舞台で，それらが， どのように
動態化しているのか，その全体像を把撞する認識方法については，必ずしも理論化が深められ
てきたとはいえないのではないであろうか。言いかえれば，学校の組織革新への様々な代替案
や選択肢が提示されはしたけれども，その現実をどう対象化するかについては，十分でなかっ
たのではないか。このような課題関心からすれば，環境との関連で組織変動を対象とする条件
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適用理論は，山積する教育問題の解決を迫まれる学校経営の実践にとっても， また，その現実
を認識する理論化にとっても，多くの示唆が含まれていると考えられるO
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